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（注意事項） 

１ 問題用紙は指示があるまで開いてはいけません。 

２ 問題用紙は本文４ページです。答案用紙は２枚です。 

３ 答案用紙の所定欄に受験番号を記入しなさい。 

４ 答えはすべて答案用紙の指定のところに、横書きで記入しなさい。 

５ アルファベット文字や数字は、１マスに１字で記入しなさい。 

６ 字数制限のある解答については、句読点を１字と数えること。 

７ 試験終了後、問題用紙と下書き用紙は持ち帰ってください。 

  



Ⅰ. 次の文章を読んで、質問に答えなさい。 

 

 旅の歴史を振り返れば、まずどこでも主人の命令とか、生活のための必要に迫られて

する旅が、最初に発生し、それが長い間、旅の本流を占めていた。そして信仰とか慰み

のためとかの自ら好んでする旅の発生は、これにかなり遅れ、文化がある一定段階に到

達したときに、はじめて慣行化されるものであった。 

（中略） 

 同じ(1)必要な旅であっても、武士の旅と農工商の家職の旅とでは、その内容を異にし

た。武士の旅は、主君の命という絶対者の外部からの強制によるものであって、それに

従わない場合、苛酷な刑罰が待ちうけていた。これに対して、農工商の家職の旅、例え

ば商人の行商・職人の渡り歩きなどには、命令という外部的強制は見られない。しかし、

もしも旅をせず、じっとして居るならば生活が脅かされ、生命の維持が難しくなるとい

う危険にさらされた。したがって、これは生きるためという絶対避けられない内部から

の強圧による旅であった。このように必要な旅とは、個人の自由意思とはかけ離れた、

いわば個人の外か内からの強制された旅で、いずれにせよ、それに順応しない限り、そ

の人の生存はおぼつかなかった。これはひとり江戸時代に限らず、人類の歴史が普遍的

に共有する旅の性格である。そして、わが国では、この二つの必要な旅のうち、最初に

発生したものは、生きるための旅＝内部的強制の旅であり、紀元六、七世紀以降、古代

国家の成立・形成に伴って、国家命令による外部的強制の旅が始まった。 

（中略） 

 これら必要な旅に対して、(2)自ら好んでする旅、例えば温泉旅行・風景探勝の旅、あ

るいは神社・仏閣への参詣なども、この間に徐々に行われていたであろうが、これは何

よりも経済的余裕を必要とするので、まず社会の上層から始まり、民衆がこれに参加し

たのは、かなり遅れてのことであった。先の必要な旅は、今日商人や自由業者が仕事の

ために飛び廻るとか、公務員・会社員などの出張旅行などの形で営まれており、また自

ら好んでする旅は、いわゆる(3)レジャー旅行として今日異常なブームに湧いている。こ

の二種の旅のうち、旅の語感によりふさわしいもの
．．．．．．．．．

と言えば、前者ではなくして、むし

ろ後者の好んでするレジャー旅行であろう。 

 

（出典：新城常三『庶民と旅の歴史』日本放送出版協会、1971、14-15 頁） 

 

著作権の関係上非公表としております



［問１］筆者の述べる下線（1）の「必要な旅」とはどのようなものか、150 字以内で説

明しなさい。 

 

［問２］下線（2）の「自ら好んでする旅」について、「必要な旅」とどのように異なり、

どのような特徴があるか、筆者の考えに沿って 150 字以内で説明しなさい。 

 

［問３］下線部（3）でレジャー旅行が異常なブームに湧いているとあるのは、筆者が

この文章を書いた 1971 年のことである。それと比べて現在の観光や旅がどの

ような状況にあると考えるか、下線（1）と下線（2）の語句を用いて 300 字以

内で書きなさい。 

  



Ⅱ．次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 

 

A stereotype is usually a negative statement made about a group of people. Stereotypes 

emerge when we apply one perception to an entire group. For example, we might know 

one Chinese man who is extremely quiet and shy and because of this, we conclude that 

all Chinese people are quiet and shy. (Incidentally, how untrue this is of the Chinese, 

who can be enthusiastic, noisy, and boisterous. At the same time, respecting silence, 

saving face, and following protocol are useful for interacting with the Chinese.)  

Because we are afraid to use stereotypes, we are often afraid to talk about culture 

groups (make generalizations) at all. I was once coaching an American couple relocating 

on assignment to Mexico City. The husband mentioned to me that they had a good friend 

who had married a Mexican woman. He whispered Mexican as if it were an embarrassing 

or vulgar word to be avoided for some reason. Yes, it is true that some Americans have 

some pretty negative stereotypes about Mexicans and might therefore want to avoid the 

very word Mexican. One of the things I had to address in my sessions with them is that 

there is a whole country full of people who are as proud to be Mexican as that man was 

proud to be American and that it’s perfectly acceptable to say “Mexican” at normal 

speaking volume.  

Positive stereotypes might not seem as damaging. An example of a positive stereotype 

is “Asians are good at math” or “Germans make wonderful engineers.” The problem with 

positive stereotypes is that, like negative ones, they still only paint a partial picture of 

the person you’re dealing with and they may not be accurate. 

 

注 boisterous: 騒がしい 

saving face: 顔をつぶさない 

relocate: 移住する 

on assignment: 海外勤務のために 

vulgar: 下品な 

address: ……と話す 

      （出典：Peterson, Brooks.(2018) Cultural Intelligence: A Guide to Working 

with People from Other Cultures. Across Cultures, pp. 37-38.） 

著作権の関係上非公表としております



[問１] 本文によれば、“a stereotype”とはどのようなことか。200 字以内で書きない。 

 

[問２] “a stereotype”は異文化コミュニケーションにおいて、どのような問題を引

き起こすと考えられるか。また、そうした問題を克服するためにはどのような

ことが必要なのか。あなた自身の考えを 400 字以内で書きなさい。 

 


